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ジュゴン個体数の減少と人間活動	


個体Ｂ	
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当山（2015）	
宇仁（2003）	


1900年前後　漁獲統計	


1893-­‐1916年の	
  
24年間で，	
  
全県で332頭，	
  
沖縄本島で60
頭，漁獲．	


1910年まで年間10-­‐30頭捕獲．	
  
1910年以降は幼獣１頭程度に留まる．	
  
1916年を最後に捕獲記録なし．	
  

1900年以降　
漁獲圧，とくに
ダイナマイト漁
により，個体数
激減．	




[1894年]	
  捕獲数に基づく個体数推定	


•  Nt-­‐1=	
  Nt(1+r-­‐	
  rNt/Kt])	
  –Ct	
  
•  捕獲数	
  Ct	
  を用いて内的自然増加率 ｒ が	
  0.1%～5%	
  

のとき，N1917>50	
  となる初期個体数	
  N1894	
  の下限値
を求める．	
  

•  初期個体数は環境収容力に等しい（N1894=K*）とし，
t<1917	
  のとき Kt=K*	
  と仮定する．	
  

•  結果：以下の通り、全県で約320-­‐380頭，沖縄本島
で約60頭と推定した．	


r 0.1% 2.0% 4.0% 5.0% 

本島N1894 67 63 59 58 
全県N1894 376 352 329 318 



環境省（2006）	


1965年以降は，	
  
沖縄本島以外で
は目撃記録なし．	
  
	
  
	
  
1972年国の天然
記念物に指定．	
  

1800年代後半〜1965年のジュゴン目撃，捕獲，混獲地点	




⑯99	


③79	
  ⑧90	

⑫95	


④82	
  ⑦88	
  ⑭97	
  ⑰00	
  ⑲00	
  	


⑤84	
  ⑨92	
  ⑩92	
  ⑪93	
  	


⑮98	


⑥88	


㉑04	


⑱00	


⑬96	


③-­‐㉑は表の番号と対応
（①，②，⑳は沖縄本島
外）．79-­‐04	
  は年代．	
  

1979-­‐2004年	
  	
  
ジュゴン混獲，漂着	
  
26年間で18件	
  

環境省（2006）『ジュゴンと藻場の広域的調査　平成13年〜17年度　結果概要』	




環境省（2006）	

ジュゴンネットワーク沖縄	
  
（1999）	


1999年４月　最少個体数６頭	
 2003年７月　最少個体数５頭．	


防衛施設庁（2001）	


2000年11月　	
  
最少個体数６（ないし５）頭．	


1999年以降　ヘリコプター等による　個体確認	




[1965年]	
  打上り死亡数に基づく個体数推定	


•  Nt-­‐1=	
  Nt–	
  Ct	
  +NB[Nt-­‐Ct,	
  r]　　（NBは2項乱数）	


•  打上り数	
  Ct	
  を用いて「内的自然」増加率ｒが	
  0.1%～
5%のとき，	
  N2004>6	
  となる確率が約5割となる初期個
体数	
  N1965	
  を求める．	
  

•  環境収容力は十分大きいとし，密度効果は無視する．	
  
•  結果：以下の通り，本島で　約9-­‐24頭　と考えられる．	


r 0.1% 2.0% 4.0% 5.0% 

本島N1965 24 19 14 9 



沖縄防衛局（2012）	


2015年６月24日を最後に，個体Ｃが目撃され

ていない（沖縄防衛局，2017）．２頭？	
  
	


個体Ａ（雄）	


個体Ｂ（雌）	


個体Ｃ（性別不明幼獣）	


2007年以降　Ａ，Ｂ，Ｃ　３頭	
  
が個体識別される．	
  
Ａ（雄）：主に嘉陽．	
  
Ｂ（雌），Ｃ（幼獣）：主に古宇利．	
  
Ｃがときに辺戸岬を越えて遊泳．	
  

個体Ｃ	


嘉陽	
 古宇利島	


辺戸岬	


Ａ	


Ｂ	


Ｃ	




1970年代以降	
  
自然海岸の減少	


1961年	
 1993年	
 1996年	


2008年	
 2014年	


第2-­‐5回自然環境保全基礎調査（環境省），
沖縄県自然再生指針（沖縄県），	
  
サンゴ礁マッピング手法検討業務（国立環

境研究所），	
  
国土数値情報（国土交通省）による．	
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  2008	
  	
  14	


自然海岸と人工海岸の延長	


1990年代以降　南部・中部海岸で人工海岸と埋立地が増加	
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1900	
 1950	
 2000	


50	


320	


ジュゴン個体数変化の推定	
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沖縄本島	
  
60頭程度以上	


沖縄県全域	
  
320-­‐380頭程度以上	


漁獲（ダイナマイト漁）	
  

10-­‐20頭	
  
程度	


自然減耗，混獲	
  
ハビタット喪失	


5-­‐6頭	
  3頭	
  2-­‐3頭	
  

人工海岸	


自然海岸	


個体	


年	




1900	
 1950	
 2000	


50	


320	


Okinawa	
  Island	
  
	
  >60	


Ryukyu	
  Islands	
  
	
  >320-­‐380	


Fishing	
  

10-­‐20	
  
Afrigon	


5-­‐6	
   3	
   2-­‐3	
  

number	


year	




提　言	


•  現存個体の遺伝子やＣの性別など，基本的
なデータをとることが必要．	
  

•  現在の個体数，２ないし３頭は，自然のまま
での個体群維持は困難．	
  

•  個体群の維持のためには，生息場の保全，
創出とともに，	
  

•  外部からの導入を検討することが必要．	
  
　←　遺伝子じょう乱の問題．生育環境の維持
ができるか．	
  



米国スペリオル湖ロイヤル島　
オオカミ	
  
2005年30頭から，2015年３頭，
2017年２頭に減少．	
  
→外部から30頭導入を決定．	


メキシコ・カリフォルニア湾　小型ネズミイルカ	
  
刺し網による混獲で，2017年30頭に減少	
  
→10-­‐12頭を保護して人工飼育，増殖を．	


米国南フロリダ　フロリダヒョウ	
  
20-­‐25頭に減少	
  
→1995年に，テキサスから雌８頭導入．	
  
2007年には140頭に回復．	


Johnson	
  et	
  al.	
  (2010)	
  Science	
 Science	
  20	
  Oct	
  2017	


Science	
  21	
  April	
  2017	
Nature	
  23	
  April	
  2015	


外部からの導入，人工飼育による個体群維持	
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1999年以降の個体確認	
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